
 

 

 

 

 

 

 
 

生徒の皆さん 

 こんにちは。年が明けたと思ったら、あっと言う間に年度末が近くなってきました。気候的にもだんだん暖か

くなり春めいてきましたね（花粉症の人は大変な季節かもしれません）。先週の水曜日に後期期末考査も終わり、

来週には今年度の各教科の成績が出ます。成績の捉え方は人それぞれだと思いますが、１年間の総括として、自

分の学習に対する取り組み方はどうだったかを振り返る良い機会にしてください。これは学習に限った話ではな

いですが、意味のある機会とするかどうかは、「自分次第！」ですね。 

教務部 編集者より 
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自由と規律 

卒業生を送る会 ３月２日（水） 
 

 ３月２日（水）に卒業生を送る会が開かれました。新型コロナ 

ウイルス感染症の拡大防止に努めた上で、卒業生のためにできる 

ことを生徒会で考え、在校生からのビデオレターを上映しました。 

素材を集めるところから映像の編集まですべて自分たちだけで 

やり切ってでき上った動画は、卒業生代表が最後に話していた 

ように、その努力が伝わってくる素晴らしいものでした。これを 

見て懐かしさとともに、「卒業」を実感した卒業生も多かったと 

思います。会場の装飾も素敵でした。生徒会の皆さん、本当に 

お疲れ様でした！ 

球技大会② １２月２２日（水） 
 

今年度の第２回球技大会は、もともと１１月１９日（金）に 

予定されていましたが、９月の文化祭が１１月１８日（木）・ 

１９日（金）に変更されたため、１２月２２日（水）に変更と 

なりました。今回の種目は、年次対抗のバドミントンと卓球の 

ダブルスです。引き分けなしの１５点先取の２セットマッチで、 

最終的に総得点の多い方がトーナメントを勝ち上がりました。 

各種目ともに白熱した試合が展開され、バドミントンでは２年次 

と１年次が、卓球では４年次同士が決勝まで歩を進めました。 

バドミントンの決勝では、全員が少し遠巻きにコートを囲み、 

熱心に見守ることで無声の応援をしていました。卓球の決勝では、 

同じ４年次同士と言いつつも、片方には４年次の担任が混じって 

いましたが、担任が入っていないペアの圧勝でした。このペアは 

一昨年の球技大会でも優勝しており、実力としての強さを証明 

しました。実際の試合以外にも、審判をし合ったり応援したり 

することで年次の垣根を越えて交流を深めることができました。 

次回は６月頃を予定しています。お楽しみに！ 

 
球技大会② バドミントン試合 

 
球技大会② 卓球審判 

表彰風景 

 

卒業生を送る会 準備風景 



 
卒業式予行・生徒表彰 ３月２日（水） 
  

卒業生を送る会の後に、卒業式予行と生徒表彰が行われました。生徒 

表彰は、本来は卒業式の中で行われるものですが、新型コロナウイルス 

の影響で卒業式が短縮されるため、前日に行われることになりました。 

生徒表彰には、①修学優秀者、②部活動功労者、③生徒会活動功労者、 

④優秀生徒、⑤体育優良生徒、⑥文化優良生徒、⑦校長賞等の種類があり 

ます。在校生の皆さんも卒業式で受賞できるように、日々の学校生活を 

意欲的に頑張ってください。受賞の理由は様々ですが、日々の出欠席は 

大きな要因になるので、まずは休まず登校することが大切です。 
 

第１３回卒業証書授与式 ３月３日（木） 
  

当日、４年次の生徒１０名と３年次の生徒３名が板橋有徳高校定時制を

卒業しました。卒業生は「え、もう始まるの」「ついに卒業してしまうの

か」という思いで入場の瞬間を迎えていました。そして、卒業生のそんな

気持ちとは裏腹に、式は粛 々
しゅくしゅく

と進行していきました。 

卒業証書授与では、担任の先生の呼名の後、昨年とは違い全員が登壇

し、校長先生から直接証書を授与されました。新型コロナウイルスの影響

で式自体の実施が危ぶまれましたが、全員が卒業証書を直接受け取ることができてよかったと思います。また、校

長式辞、在校生送辞、卒業生答辞には、それぞれに卒業に対する思いが込められていて、卒業までに過ごした学校

生活を噛みしめるとともに卒業後の生活に思いを馳せ、卒業を全身で感じていたのではないでしょうか。 

 最後に、卒業生代表の答辞の中に在校生に向けたメッセージがあるので紹介します。 
 

思い返せば、私の高校生活はゴールの見えない真っ暗闇をやみくも彷徨
さ ま よ

っているようなものでした。しかし、そんな

境遇に立たされながらも結果を残すことが出来たのは、そのとき出来ることに一生懸命取り組んでいたからだと考えま

す。毎日学校に登校し、単位取得のための課題に取り組み、求人票を探し、面接練習をするという日々の行いを経て、

高校卒業、会社からの内定を貰うといったゴールにたどり着けました。 

 これらの経験を経て、在校生の皆様にお伝えたいことがあります。努力に見合う結果が中々得られず、努力するとい

うことに虚
むな

しさを感じてしまうことがあるかもしれません。しかしその努力は今後、皆様が目標としているものを成し

遂げていく上で、きっと糧
かて

となり、役に立ってくれることでしょう。今現在している努力の積み重ねで、真っ暗闇だっ

た道に光が差し、今はまだ遠いゴールが目に見える目標となっていきます。そのゴールテープを切ったとき、そのとき

は意味のないものと感じた努力に、とても大きな意味が生まれるでしょう。だからこそ、私は在校生の皆様に、その日

が訪れることを信じて諦めず、目標に向かって歩みを進められることを望んでいます。 
 

卒業生代表  H.O 

 
 今後の予定  
 
 ４/６（水）始業式        ４/８（金）新入生歓迎会 

 ４/７（木）自宅学習日（入学式） ４/１１（月）学力テスト 

 

予行 呼名 

 

予行 表彰

 

卒業式 

 

卒業式 卒業証書授与 

 

卒業式 答辞 

新１年次が入学し、 
新年度が始まります！ 

お楽しみに！ 


